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し
ば
た
あ
や
め
ま
つ
り（
7
月
3
日
ま
で
）

▼
美
輪
明
宏
さ
ん
主
演
の
舞
台『
黒
蜥
蜴
』の

取
材
で
自
宅
に
伺
っ
た
こ
と
が
あ
る
。白
い

お
城
の
よ
う
な
家
で
、
応
接
間
は
ロ
コ
コ
調

の
白
い
家
具
、
假
屋
崎
省
吾
さ
ん
が
活
け
た

巨
大
な
花
が
飾
ら
れ
て
い
た
。▼『
黒
蜥
蜴
』

は
親
交
の
あ
っ
た
三
島
由
紀
夫
の
戯
曲
で
、

芝
居
の
話
か
ら
、三
島
の
ひ
と
と
な
り
、芝
居

つ
な
が
り
で
寺
山
修
司
の
話
に
な
っ
た
。「
二

人
と
も
繊
細
で
と
て
も
弱
虫
。で
も
、臆
病
な

く
ら
い
繊
細
だ
か
ら
こ
そ
い
い
作
品
が
書

け
た
」と
評
し
た
。「
彼
ら
は
弱
い
く
せ
に
、作

品
を
書
か
な
け
れ
ば
気
が
く
る
っ
て
し
ま

う
ほ
ど
自
分
を
突
き
詰
め
る
の
。そ
れ
っ
て

一
種
の
虚
勢
。ア
タ
シ
、そ
こ
ま
で
突
き
詰
め

る
と
死
ん
じ
ゃ
う
か
ら
や
め
な
さ
い
っ
て

言
っ
た
。男
は
み
ん
な
弱
虫
。虚
勢
張
る
の
は

弱
さ
の
証
拠
。も
っ
と
も
弱
く
な
い
男
は
見

た
こ
と
な
い
け
ど
」▼
で
は
、ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
? 

「
自
分
は
こ
の
程
度
だ
っ
て
覚
悟

を
決
め
る
。そ
の
上
で
最
大
限
努
力
す
る
の

ね
。も
と
も
と
大
し
た
こ
と
な
い
ん
だ
か
ら
、

失
敗
し
て
当
然
だ
し
、
失
敗
し
た
ら
や
り
な

お
せ
ば
い
い
だ
け
で
、
も
し
成
果
を
あ
げ
た

ら
ス
ゴ
イ
っ
て
自
分
を
ほ
め
る
の
。人
生
は

山
あ
り
谷
あ
り
、
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ
に

な
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
ん
で
す
」▼
自
殺

対
策
の
取
材
を
し
て
い
て
思
い
出
し
た
話

で
あ
る
。そ
う
い
え
ば
、美
輪
さ
ん
の
自
宅
の

ト
イ
レ
一
面
、
青
空
に
白
い
雲
と
飛
行
機
が

ペ
イ
ン
ト
し
て
あ
っ
た
。何
か
意
味
が
あ
る

の
か
、聞
き
忘
れ
た
。

あやめの季節

新
発
田
市
の
5
大
事
業
と
は
、
学
校
耐
震

化
、
新
発
田
駅
周
辺
整
備
、
し
尿
等
投
入
施

設
整
備
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
、
旧
新
発
田

病
院
跡
地
整
備
の
こ
と
で
あ
る
。市
の
担
当

者
な
ど
の
試
算
に
よ
れ
ば
、約
１
９
５
億
円

に
も
の
ぼ
る
大
事
業
で
あ
る
。①
学
校
耐
震

化
は
二
階
堂
馨
市
長
の「
子
ど
も
の
命
に
か

か
わ
る
こ
と
で
緊
急
を
要
す
る
」と
い
う
強

い
思
い
を
受
け
、予
算
を
前
倒
し
し
て
昨
年

度
か
ら
一
斉
に
始
ま
っ
た
。②
新
発
田
駅
周

辺
整
備
は「
橋
上
化
の
予
算
を
福
祉
・
教
育

に
回
す
」と
い
う
公
約
に
従
っ
て
橋
上
化
は

中
止
し
、
駅
東
地
下
道
改
修
は
24
年
度
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
は
25
年
度
、周
辺
整
備
は
27

年
度
中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。橋
上
化

中
止
で
浮
い
た
市
の
予
算
は
4
億
円
強
、そ

の
う
ち
7
千
万
円
が
二
葉
小
学
校
の
改
修

工
事
に
回
さ
れ
た（
3
号
参
照
）。③
し
尿
等

投
入
施
設
は
平
成
25
年
度
中
の
完
成
に
向

け
て
現
在
、
建
設
地
の
地
盤
補
強
工
事
に

入
っ
た（
詳
細
は
次
号
）。④
市
役
所
新
庁
舎

は
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
一
部
が
建
設

地
と
し
て
議
会
議
決
さ
れ
た
の
ち
、設
計
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
（
提
案
）
競
技
を
経
て
3
月
に

設
計
者
が
決
定
、6
月
に
は
設
計
提
案
細
部

や
使
い
方
に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
の「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」（
意
見
交
換

会
）
が
開
催
さ
れ
た
（
本
号
２
・
３
ペ
ー
ジ

参
照
）。⑤
旧
新
発
田
病
院
跡
地
整
備
は
、防

災
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
を
前
提
に
、

所
有
者
で
あ
る
県
か
ら
約
７
億
４
千
万
円

で
取
得
し
、
県
に
よ
る
解
体
工
事
終
了
後
、

市
に
引
き
渡
さ
れ
る
。今
行
わ
れ
て
い
る
解

体
工
事
は
今
年
中
に
終
了
す
る
見
込
み
だ

と
い
う
。

＊＊

以
上
の
よ
う
に
市
の
い
う
５
大
事
業
は
、順

調
に
推
移
し
て
い
る
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業

が
、市
民
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持

つ
の
か
、
市
民
が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
れ

ば
、市
の
発
展
と
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る

の
か
、順
次
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

　
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

　
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
整
備
に
つ
い
て
は
、
市

の
庁
内
検
討
会
を
経
て
提
示
さ
れ
た
「
防
災
」「
緑

の
庁
内
検
討
会
を
経
て
提
示
さ
れ
た
「
防
災
」「
緑

化
」「
歴
史
・
文
化
」「
生
涯
学
習
」「
賑
わ
い
創
出
」

化
」「
歴
史
・
文
化
」「
生
涯
学
習
」「
賑
わ
い
創
出
」

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
の
６
テ
ー
マ
を
土
台
と
し
て
、

「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
の
６
テ
ー
マ
を
土
台
と
し
て
、

平
成
21
年
に
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
活
用
市
民
検

年
に
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
活
用
市
民
検

討
委
員
会
で
「
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
活
用
整
備

討
委
員
会
で
「
県
立
新
発
田
病
院
跡
地
活
用
整
備

構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
機
能
と

構
想
」
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
機
能
と

し
て
「
防
災
＋
緑
化
＋
賑
わ
い
創
出
」「
歴
史
・

し
て
「
防
災
＋
緑
化
＋
賑
わ
い
創
出
」「
歴
史
・

文
化
＋
生
涯
学
習
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
ゾ
ー
ニ
ン

文
化
＋
生
涯
学
習
」
に
ま
と
め
ら
れ
、
ゾ
ー
ニ
ン

グ
（
都
市
計
画
で
各
地
域
を
用
途
別
に
区
画
す
る

グ
（
都
市
計
画
で
各
地
域
を
用
途
別
に
区
画
す
る

こ
と
）
の
考
え
方
か
ら
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
機

こ
と
）
の
考
え
方
か
ら
、「
行
政
サ
ー
ビ
ス
」
機

能
は
他
地
区
（
文
化
会
館
か
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
周

能
は
他
地
区
（
文
化
会
館
か
ら
交
流
セ
ン
タ
ー
周

辺
）
に
譲
る
と
し
た
。
大
筋
は
「
ま
ち
づ
く
り
総

辺
）
に
譲
る
と
し
た
。
大
筋
は
「
ま
ち
づ
く
り
総

合
計
画
」
や
関
連
計
画
に
沿
っ
て
い
る
。

合
計
画
」
や
関
連
計
画
に
沿
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
を
受
け
、
平

　
こ
れ
を
受
け
、
平
成
22
年
の
「
跡
地
活
用
整
備

年
の
「
跡
地
活
用
整
備

計
画
」
で
、
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
図
や
手
法
と

計
画
」
で
、
整
備
の
イ
メ
ー
ジ
図
や
手
法
と
時
期
時
期

お
よ
び
今
後
の
課
題
が
示
さ
れ
た
。
大
ま
か
に
い

う
と
、
短
期
（
取
得
後
5
年
）
で
「
防
災
＋
緑
化

＋
賑
わ
い
創
出
」、中
長
期（
6
年
目
以
降
）で「
歴
史
・

文
化
＋
生
涯
学
習
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

最
初
に
着
手
さ
れ
る
防
災
機
能
に
つ
い
て
は
、

「
周
辺
市
街
地
か
ら
の
避
難
を
容
易
に
す
る
た
め
、

塀
・
柵
等
は
最
小
限
に
」「
外
周
路
は
日
常
的
に

は
歩
行
者
・
自
転
車
、
被
災
・
イ
ベ
ン
ト
時
に
は

自
動
車
通
行
可
能
」「
非
常
用
水
槽
、非
常
用
便
槽
、

情
報
関
連
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
照
明
関
連
施
設
」
の

情
報
関
連
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
照
明
関
連
施
設
」
の

整
備
を
あ
げ
て
い
る
。
広
い
芝
生
広
場
は
基
本
的

整
備
を
あ
げ
て
い
る
。
広
い
芝
生
広
場
は
基
本
的

に
何
も
建
て
ず
に
、
平
時
に
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
と

に
何
も
建
て
ず
に
、
平
時
に
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
と

し
て
、非
常
時
に
は「
仮
設
住
宅
用
地
」「
救
援
部
隊
・

し
て
、非
常
時
に
は「
仮
設
住
宅
用
地
」「
救
援
部
隊
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
皿
」
と
し
て
活
用
す
る
計

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
皿
」
と
し
て
活
用
す
る
計

画
だ
。
場
所
は
旧
病
院
の
建
物
解
体
後
の
跡
地
。

画
だ
。
場
所
は
旧
病
院
の
建
物
解
体
後
の
跡
地
。

　
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
は
「
特
養
ホ
ー
ム
二
の

　
文
化
・
歴
史
に
つ
い
て
は
「
特
養
ホ
ー
ム
二
の

丸
」
か
ら
、
お
城
表
門
に
か
け
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ

丸
」
か
ら
、
お
城
表
門
に
か
け
て
ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ

れ
て
い
て
、
中
長
期
計
画
と
し
て
、
土
橋
門
の
復

れ
て
い
て
、
中
長
期
計
画
と
し
て
、
土
橋
門
の
復

元
や
資
料
館
的
要
素
を
含
め
た
複
合
・
生
涯
学
習

元
や
資
料
館
的
要
素
を
含
め
た
複
合
・
生
涯
学
習

施
設
の
整
備
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
具

施
設
の
整
備
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
具

体
的
に
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
る
。

体
的
に
は
今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
る
。

　
病
院
駐
車
場
跡
地
と
病
院
建
物
の
左
側
は
「
賑

　
病
院
駐
車
場
跡
地
と
病
院
建
物
の
左
側
は
「
賑

わ
い
交
流
の
拠
点
」
と
さ
れ
、
普
段
は
駐
車
場
や

わ
い
交
流
の
拠
点
」
と
さ
れ
、
普
段
は
駐
車
場
や

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
だ
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
予
定
だ
。

＊

　
市
の
整
備
手
順
と
し
て
は
「
今
年
度
は
用
地
取

　
市
の
整
備
手
順
と
し
て
は
「
今
年
度
は
用
地
取

得
と
設
計
の
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

得
と
設
計
の
予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
県
が
解
体
・
土
壌
検
査
な
ど
を
終
え
て
引
渡

た
。
県
が
解
体
・
土
壌
検
査
な
ど
を
終
え
て
引
渡

さ
れ
ま
す
と
、
特
養
ホ
ー
ム
を
残
し
て
広
大
な
更

さ
れ
ま
す
と
、
特
養
ホ
ー
ム
を
残
し
て
広
大
な
更

地
が
出
現
し
ま
す
。
市
が
行
う
整
備
工
事
は
、
短

地
が
出
現
し
ま
す
。
市
が
行
う
整
備
工
事
は
、
短

期
計
画
で
は
5
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
財
源
的

期
計
画
で
は
5
年
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
財
源
的

に
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
ま
す
の
で

に
は
合
併
特
例
債
を
活
用
し
ま
す
の
で
、
27
年
度
年
度

末
ま
で
に
と
い
う
の
が
一
応
の
目
途
で
す
。た
だ
、

末
ま
で
に
と
い
う
の
が
一
応
の
目
途
で
す
。た
だ
、

設
計
の
内
容
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
ま
す
か
ら
、

設
計
の
内
容
に
よ
っ
て
も
影
響
を
受
け
ま
す
か
ら
、

す
べ
て
『
整
備
計
画
』
通
り
に
行
え
る
か
ど
う
か
、

す
べ
て
『
整
備
計
画
』
通
り
に
行
え
る
か
ど
う
か
、

現
時
点
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
と
は
申
し
ま
し

時
点
で
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。
と
は
申
し
ま
し

て
も
市
民
に
よ
る
検
討
委
員
会
、
議
会
承
認
と
手

て
も
市
民
に
よ
る
検
討
委
員
会
、
議
会
承
認
と
手

順
を
踏
ん
で
進
め
て
き
た
『
整
備
計
画
』
で
す
か

順
を
踏
ん
で
進
め
て
き
た
『
整
備
計
画
』
で
す
か

ら
、
そ
の
方
針
を
尊
重
す
る
と
い
う
市
長
の
指
示

ら
、
そ
の
方
針
を
尊
重
す
る
と
い
う
市
長
の
指
示

に
従
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

に
従
っ
て
仕
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」（
市
企
画
財
政
部
副
部
長
兼
企
画
政
策
課
長
・

す
」（
市
企
画
財
政
部
副
部
長
兼
企
画
政
策
課
長
・

杉
本
茂
樹
さ
ん
）。

杉
本
茂
樹
さ
ん
）。

　
二
階
堂
市
長
は
大
筋
で
整
備
計
画
に
沿
っ
た
整

　
二
階
堂
市
長
は
大
筋
で
整
備
計
画
に
沿
っ
た
整

備
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震

備
を
進
め
て
い
く
と
し
て
い
る
が
、
東
日
本
大
震

災
を
経
て
、
ま
た
現
地
を
広
く
視
察
し
た
体
験
か

災
を
経
て
、
ま
た
現
地
を
広
く
視
察
し
た
体
験
か

ら
防
災
意
識
は
強
く
、「
ま
ず
は
防
災
公
園
と
し

ら
防
災
意
識
は
強
く
、「
ま
ず
は
防
災
公
園
と
し

て
き
ち
っ
と
整
備
し
た
の
ち
、
将
来
的
に
は
必
要

て
き
ち
っ
と
整
備
し
た
の
ち
、
将
来
的
に
は
必
要

に
応
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞
き
な

に
応
じ
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
よ
く
聞
き
な

が
ら
、
新
発
田
の
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
、
観
光

が
ら
、
新
発
田
の
歴
史
・
文
化
を
生
か
し
、
観
光

振
興
に
も
結
び
付
け
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

振
興
に
も
結
び
付
け
た
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

議
会
答
弁
で
は
、
病
院
跡
地
で
は
な
い
が
「
白
壁

議
会
答
弁
で
は
、
病
院
跡
地
で
は
な
い
が
「
白
壁

兵
舎
の
活
用
」
や
「（
歴
史
・
文
化
）
資
料
館
整
備
」

兵
舎
の
活
用
」
や
「（
歴
史
・
文
化
）
資
料
館
整
備
」

等
に
も
言
及
し
て
い
る
。

等
に
も
言
及
し
て
い
る
。

 

「
農
業
と
食
」「
観
光
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
核
の

「
農
業
と
食
」「
観
光
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
核
の

一
つ
に
す
え
て
い
る
市
長
の
視
野
に
は
、
お
城
周

一
つ
に
す
え
て
い
る
市
長
の
視
野
に
は
、
お
城
周

辺
を
防
災
拠
点
の
み
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
観

辺
を
防
災
拠
点
の
み
と
す
る
の
で
は
な
く
、「
観

光
客
誘
客
」
が
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

光
客
誘
客
」
が
入
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

◎
地
下
埋
設
の
非
常
用
便
槽
や
非
常
用
水
槽
、

　
園
地
は
広
い
芝
生
の
防
災
公
園

◎
将
来
的
に
は
歴
史
資
料
館
な
ど

    

新
発
田
の
歴
史
・
文
化
を
生
か
す
整
備
を

新
発
田
市
の
5
大
事
業
と
は
、
学
校
耐
震

化

新
発

駅

辺
整
備

尿
等
投
入
施

は
交
流
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
一
部
が
建
設

地

議
会
議
決

れ

設
計
プ

お
よ
び

う
と
、

＋
賑
わ

文
化
＋

最
初

「
周
辺
市

塀
・
柵

は
歩
行

自
動
車

◎
地
下

園
地
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TEL.0254-24-2134

山田建設㈱ 新発田市大友3856
TEL.0254-25-0700

フジマ舗道㈱ 新発田市島潟4197-3
TEL.0254-26-5030

茨木建設㈱ 新発田市長畑284-1
TEL.0254-23-6851

㈱下越道路 新発田市新富町1-1-5
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TEL.0254-20-3828
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TEL.0254-23-2222

小野寺税務会計事務所 新発田市大栄町2-7-7
TEL.0254-22-3497
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TEL.0254-32-2231
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新
発
田
市
役
所
新
庁
舎
の
設
計
者
が
ヨ
コ
ミ
ゾ

マ
コ
ト
氏
に
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市
民
ら
が

新
庁
舎
の
機
能
や
使
い
方
に
対
し
て
意
見
を
交
わ

新
庁
舎
の
機
能
や
使
い
方
に
対
し
て
意
見
を
交
わ

す
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」（
意
見
交
換
会
）
が
、

す
「
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」（
意
見
交
換
会
）
が
、

6
月
6
日
（
水
）、
新
庁
舎
建
設
地
に
隣
接
す
る

6
月
6
日
（
水
）、
新
庁
舎
建
設
地
に
隣
接
す
る

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
市
役
所
を
交
流
の
拠
点
に
す
べ
き
と

　
こ
れ
は
、
市
役
所
を
交
流
の
拠
点
に
す
べ
き
と

い
う
建
設
構
想
等
策
定
委
員
会
の
方
針
を
汲
み

い
う
建
設
構
想
等
策
定
委
員
会
の
方
針
を
汲
み

取
っ
た
ヨ
コ
ミ
ゾ
氏
の
提
案
を
も
と
に
、
市
民
の

取
っ
た
ヨ
コ
ミ
ゾ
氏
の
提
案
を
も
と
に
、
市
民
の

意
見
を
基
本
設
計
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の

意
見
を
基
本
設
計
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の

で
、設
計
者
の
ヨ
コ
ミ
ゾ
氏
が
開
催
を
提
案
し
た
。

で
、設
計
者
の
ヨ
コ
ミ
ゾ
氏
が
開
催
を
提
案
し
た
。

　
交
流
と
い
う
限
り
、
例
え
ば
1
階
部
分
の
半
屋

　
交
流
と
い
う
限
り
、
例
え
ば
1
階
部
分
の
半
屋

内
式
の
屋
根
付
広
場
や
4
階
部
分
に
予
定
し
て
い

内
式
の
屋
根
付
広
場
や
4
階
部
分
に
予
定
し
て
い

る
市
民
と
市
役
所
と
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
施

る
市
民
と
市
役
所
と
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
い
う
施

設
を
誰
が
ど
う
使
う
か
が
、
新
庁
舎
が
中
心
地
活

設
を
誰
が
ど
う
使
う
か
が
、
新
庁
舎
が
中
心
地
活

性
化
に
役
立
つ
か
ど
う
か
の
カ
ギ
と
な
る
。

性
化
に
役
立
つ
か
ど
う
か
の
カ
ギ
と
な
る
。

　
よ
く
似
た
考
え
方
で
建
設
さ
れ
た
長
岡
市
の
ア

　
よ
く
似
た
考
え
方
で
建
設
さ
れ
た
長
岡
市
の
ア

オ
ー
レ
（
市
役
所
・
市
議
会
・
大
ホ
ー
ル
と
屋
根

オ
ー
レ
（
市
役
所
・
市
議
会
・
大
ホ
ー
ル
と
屋
根

付
屋
外
空
間
を
備
え
た
複
合
施
設
）
は
、
4
月
の

付
屋
外
空
間
を
備
え
た
複
合
施
設
）
は
、
4
月
の

開
館
以
来
連
日
、
多
く
の
市
民
・
観
光
客
・
視
察

開
館
以
来
連
日
、
多
く
の
市
民
・
観
光
客
・
視
察

団
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
市
議
会
議
場
は
ガ
ラ
ス

団
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。
市
議
会
議
場
は
ガ
ラ
ス

越
し
に
屋
外
か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
す

越
し
に
屋
外
か
ら
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
、
す

で
に
３
０
０
を
超
え
る
視
察
団
が
訪
れ
た
。
休
日

で
に
３
０
０
を
超
え
る
視
察
団
が
訪
れ
た
。
休
日

は
毎
週
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
が
組
ま
れ
て
、
人
で

は
毎
週
の
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
が
組
ま
れ
て
、
人
で

あ
ふ
れ
て
い
る
が
平
日
の
昼
で
も
１
０
０
人
近
く

あ
ふ
れ
て
い
る
が
平
日
の
昼
で
も
１
０
０
人
近
く

の
人
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
食
事

の
人
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
や
カ
フ
ェ
ス
ペ
ー
ス
で
食
事

を
楽
し
ん
で
い
る
。

を
楽
し
ん
で
い
る
。

　
こ
の
に
ぎ
わ
い
は
、
市
民
や
N
P
O
で
組
織
さ

　
こ
の
に
ぎ
わ
い
は
、
市
民
や
N
P
O
で
組
織
さ

れ
た
「
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
オ
ー
レ
」

れ
た
「
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ア
オ
ー
レ
」

が
中
心
と
な
っ
て
、
何
年
も
前
か
ら
準
備
し
て
き

が
中
心
と
な
っ
て
、
何
年
も
前
か
ら
準
備
し
て
き

た
か
ら
こ
そ
、
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

た
か
ら
こ
そ
、
生
ま
れ
た
も
の
だ
。

　
設
計
者
の
ヨ
コ
ミ
ゾ
氏
は
新
発
田
で
も
「
ラ
ウ

　
設
計
者
の
ヨ
コ
ミ
ゾ
氏
は
新
発
田
で
も
「
ラ
ウ

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」（
意
見
交
換
会
）
を
実
施
す
る

ン
ド
テ
ー
ブ
ル
」（
意
見
交
換
会
）
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
本
設
計
に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
広
場
運
営
の
人
材
、
ま
ち
づ
く
り

の
人
材
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
て

の
人
材
が
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
て

「
新
庁
舎
は
行
政
機
能
を
超
え
て
交
流
の
場
、
元

「
新
庁
舎
は
行
政
機
能
を
超
え
て
交
流
の
場
、
元

気
を
も
ら
え
る
場
に
し
た
い
。
知
恵
を
絞
る
人
が

気
を
も
ら
え
る
場
に
し
た
い
。
知
恵
を
絞
る
人
が

一
人
で
も
多
く
な
れ
ば
、ま
ち
は
良
く
な
り
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
な
れ
ば
、ま
ち
は
良
く
な
り
ま
す
。

私
も
責
任
を
負
う
の
で
、皆
さ
ん
も
と
も
に
考
え
、

私
も
責
任
を
負
う
の
で
、皆
さ
ん
も
と
も
に
考
え
、

（
ま
ち
づ
く
り
に
）
責
任
を
負
っ
て
ほ
し
い
」
と

（
ま
ち
づ
く
り
に
）
責
任
を
負
っ
て
ほ
し
い
」
と

挨
拶
し
た
。

挨
拶
し
た
。

　
一
般
の
参
加
者

　
一
般
の
参
加
者
は
59
名
、
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か

名
、
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
。
小
班
に
分

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
。
小
班
に
分

け
た
の
は
な
る
べ
く
大
勢
の
人
か
ら
意
見
を
言
っ

け
た
の
は
な
る
べ
く
大
勢
の
人
か
ら
意
見
を
言
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
、
発
言
は
付
箋
な
ど

て
も
ら
お
う
と
い
う
趣
旨
で
、
発
言
は
付
箋
な
ど

に
記
録
さ
れ
、
最
後
に
班
ご
と
の
発
表
と
い
う
形

に
記
録
さ
れ
、
最
後
に
班
ご
と
の
発
表
と
い
う
形

を
と
っ
た
。
時
間
の
都
合
で
、
第
1
回
目
は
新
庁

を
と
っ
た
。
時
間
の
都
合
で
、
第
1
回
目
は
新
庁

舎
の
イ
メ
ー
ジ
提
案
で
最
も
特
徴
的
な
半
屋
内
空

舎
の
イ
メ
ー
ジ
提
案
で
最
も
特
徴
的
な
半
屋
内
空

間
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
議
場
を
持
つ
、
１
階
部
分
を

間
と
ガ
ラ
ス
張
り
の
議
場
を
持
つ
、
１
階
部
分
を

中
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

中
心
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　
実
に
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
ヨ
コ
ミ
ゾ

　
実
に
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
ヨ
コ
ミ
ゾ

氏
自
身
に
よ
る
提
案
説
明
が
時
間
の
都
合
で
途
中

氏
自
身
に
よ
る
提
案
説
明
が
時
間
の
都
合
で
途
中

ま
で
と
な
っ
た
た
め
か
、
提
案
を
誤
解
し
て
の
意

ま
で
と
な
っ
た
た
め
か
、
提
案
を
誤
解
し
て
の
意

見
や
、
決
定
済
み
の
建
設
位
置
に
つ
い
て
の
意
見

見
や
、
決
定
済
み
の
建
設
位
置
に
つ
い
て
の
意
見

発
表
も
複
数
あ
っ
た
。
討
議
を
前
向
き
で
実
り
多

発
表
も
複
数
あ
っ
た
。
討
議
を
前
向
き
で
実
り
多

い
も
の
に
し
て
、
よ
り
よ
い
新
庁
舎
に
す
る
た
め

い
も
の
に
し
て
、
よ
り
よ
い
新
庁
舎
に
す
る
た
め

に
は
、
建
設
構
想
等
策
定
委
員
会
の
報
告
書
と
ヨ

に
は
、
建
設
構
想
等
策
定
委
員
会
の
報
告
書
と
ヨ

コ
ミ
ゾ
氏
の
提
案
書
に
目
を
通
し
て
お
く
と
、
よ

コ
ミ
ゾ
氏
の
提
案
書
に
目
を
通
し
て
お
く
と
、
よ

り
深
化
し
た
議
論
に
な
る
だ
ろ
う
。

り
深
化
し
た
議
論
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
報
告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
提
案
書
は
地

　
報
告
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
提
案
書
は
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
1
階
に
張
り
出
さ
れ
て
い
る
。

域
交
流
セ
ン
タ
ー
1
階
に
張
り
出
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、第
２
回
目
は
７

な
お
、第
２
回
目
は
７
月
26
日（
木
）午
後
7
時

日（
木
）午
後
7
時

新
発
田
市
役
所
新
庁
舎
は

交
流
と
元
気
の
発
信
地
に
!

　
新
発
田
市
役
所
新
庁
舎
の
設
計
者
が
ヨ
コ
ミ
ゾ

マ
コ
ト
氏
に
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
市
民
ら
が

こ
と
で
、
本
設
計
に
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
広
場
運
営
の
人
材
、
ま
ち
づ
く
り

新
庁
舎
の
機
能
に
つ
い
て
の
意
見
交
会
始
ま
る

第１回ラウンドテーブル回ラウンドテーブル

若
い
人
た
ち
が
活
発
に
意
見
交
換

ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
が
続
出
し
た

休日セキュリティーゾーン

ギャラリー

駐輪場

上部
傍聴席

FMしばた

医務室・宿直室・警備室
WC

ワンストップカウンター
（コンシェルジュ）

札の辻カフェ

議場 ラウンジ

バイオマス
ボイラー機械室

ポケットパーク

札の辻広場

1階　2,230㎡
Ｍ2階

  

220㎡

パブリックスペースとして利用可能な議場
コンシェルジュのいる「ラウンジ」

◀　駐車場（70台）

ヨコミゾ提案

大型シート
シャッター

半屋内空間

臨時
駐車場
19台（　　）

大
型
シ
ー
ト
シ
ャ
ッ
タ
ー

オープン
スタジオ

第1回ラウンドテーブルの様子

▲新発田台輪・一斉あおりイメージ図（第1次提案より）
　※使用できる広さは現在とほぼ同様となる

1階部分のイメージ図（第1次提案より）
※荒天時等は札の辻広場のシャッターをおろせる

▶

か
ら
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、

か
ら
、地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
予
定
で
、

予
約
等
は
不
要
。

予
約
等
は
不
要
。

　
次
頁
で
は
、
第
1
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
出
さ

　
次
頁
で
は
、
第
1
回
の
グ
ル
ー
プ
討
議
で
出
さ

れ
て
記
録
さ
れ
た
意
見
を
、
重
複
以
外
そ
の
ま
ま

れ
て
記
録
さ
れ
た
意
見
を
、
重
複
以
外
そ
の
ま
ま

掲
載
す
る
。

掲
載
す
る
。

一斉あおり

もみあい

桟敷席

あおり館

札の辻広場

桟敷席

札の辻カフェギャラリー
ショップ

FMしばた

「議場小路」

通り抜け

きやり館

札の辻交差点

P

駐輪場
議場

ワンストップ
カウンター

ラウンジ

　　　休憩所

夜店        

地域交流センター

第2回目ラウンドテーブル
7月26日（木）
午後7時～



阿
賀
野
川

新新バイパス
R7

新発田→

R7 中条→
↑新潟

新発田 IC

新発田南高校新発田南高校

第四銀行

新
発
田
駅

月
岡
温
泉
↓

R
2
9
0R

4
6
0

花安

新
発
田

農
業
高
校

イオン

豊浦病院

旧水原
↓

新発田南高校

新発田店

松崎店カワチ

イオン

新潟空港↑ 小嶋屋
総本舗

湯ったり苑

一日市IC

海老ケ瀬
IC

●新発田店　9：00～18：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229
●松崎店　9：00～19：00
新潟市東区新松崎1-6-14
☎025-274-2229

土
曜
日7/14 ～16土
曜
日

日
曜
日

月
曜
祝

曜 曜

とんとん市場の将来を担う後継者若手メンバー『二廿二世紀委員会』によるイベント！

土
曜

月
曜

イベント！とんとん市場市場市場市場市場市 の将来の将来の将来の将来の将将将将 を担う後継者若手メ若手若手 ンバーンバ 『二廿二世紀委員会』による

お買い得商品も
多数取り揃えて
います！ 

阿
賀
野

R7 中条→
↑新潟

新発田 IC 第四銀行

新潟空港↑ 小嶋屋
総本舗

日 祝
曜
日

お買
多数取り揃えて
います！ 

最盛期を迎える枝豆やトウモロコシ、海の日にピッタリな大玉すいか、
かぼちゃ、オクラ、ナスなどＢＢＱ食材が目白押し！

※写真はイメージです

3

・
庁
舎
と
観
光
は
不
釣
り
合
い

・
庁
舎
と
観
光
は
不
釣
り
合
い

・
観
光
バ
ス
と
歩
く
観
光
ル
ー
ト
を

・
観
光
バ
ス
と
歩
く
観
光
ル
ー
ト
を

合
わ
せ
ろ

合
わ
せ
ろ

・
庁
舎
で
終
わ
ら
な
い
街
を
巻
き
込

・
庁
舎
で
終
わ
ら
な
い
街
を
巻
き
込

む
人
の
流
れ
を
作
っ
て
欲
し
い

む
人
の
流
れ
を
作
っ
て
欲
し
い

・
人
の
分
散
が
大
事

・
人
の
分
散
が
大
事

・
庁
舎
を
中
心
に
他
に
作
る

・
庁
舎
を
中
心
に
他
に
作
る

・
建
物
は
今
の
ま
ま
で
良
い

・
建
物
は
今
の
ま
ま
で
良
い

・
市
街
地
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
気
に

・
市
街
地
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
気
に

な
っ
た
が
、
新
庁
舎
が
建
て
ら
れ
る

な
っ
た
が
、
新
庁
舎
が
建
て
ら
れ
る

こ
と
で
街
の
活
性
化
に
な
る
の
で
は

こ
と
で
街
の
活
性
化
に
な
る
の
で
は

な
い
と
思
う

な
い
と
思
う

・
祭
り
と
庁
舎
の
関
係
は
？

・
祭
り
と
庁
舎
の
関
係
は
？

・
休
日
に
郊
外
店
に
奪
わ
れ
る
市
民

・
休
日
に
郊
外
店
に
奪
わ
れ
る
市
民

の
足
を
、
毎
週
連
続
し
て
庁
舎
で
イ

の
足
を
、
毎
週
連
続
し
て
庁
舎
で
イ

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
取
り
戻
そ
う

ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
で
取
り
戻
そ
う

・
話
題
に
な
る
観
光
資
源
に
な
る
市

・
話
題
に
な
る
観
光
資
源
に
な
る
市

役
所
に
な
っ
て
欲
し
い
（
レ
ー
モ
ン

役
所
に
な
っ
て
欲
し
い
（
レ
ー
モ
ン

ド
の
教
会
の
よ
う
に
）

ド
の
教
会
の
よ
う
に
）

・
現
庁
舎
の
行
方
は
?

・
現
庁
舎
の
行
方
は
? 

今
後
こ
の
位

今
後
こ
の
位

置
は
何
に
使
わ
れ
て
い
く
か
が
新
発

置
は
何
に
使
わ
れ
て
い
く
か
が
新
発

田
発
展
の
課
題
に
な
っ
て
い
き
そ
う

田
発
展
の
課
題
に
な
っ
て
い
き
そ
う

・
ハ
ヤ
カ
ワ
を
含
め
た
開
発
を

・
ハ
ヤ
カ
ワ
を
含
め
た
開
発
を

・
地
域
の
活
性

・
地
域
の
活
性

・
人
の
流
れ
を
作
る
に
は
駐
車
場
が

・
人
の
流
れ
を
作
る
に
は
駐
車
場
が

必
要
必
要

・
大
型
バ
ス
が
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

・
大
型
バ
ス
が
駐
車
で
き
る
ス
ペ
ー
ス

・
現
庁
舎
場
所
を
駐
車
場
に
し
た
場
合
、

・
現
庁
舎
場
所
を
駐
車
場
に
し
た
場
合
、

連
絡
通
路
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

連
絡
通
路
を
作
っ
て
も
ら
い
た
い

・
商
店
街
の
駐
車
場

・
商
店
街
の
駐
車
場

・
現
庁
舎
の
駐
車
場
を
作
り
、
大
型

・
現
庁
舎
の
駐
車
場
を
作
り
、
大
型

バ
ス
が
駐
車
で
き
、
新
庁
舎
出
発
の

バ
ス
が
駐
車
で
き
、
新
庁
舎
出
発
の

集
合
地
と
し
て
活
用

集
合
地
と
し
て
活
用

・
働
く
場
所
で
は
働
く
だ
け
で
い
い

・
働
く
場
所
で
は
働
く
だ
け
で
い
い

・
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
に

・
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
に

・
サ
ー
ビ
ス
重
視
し
す
ぎ
る
と
ゴ
テ

・
サ
ー
ビ
ス
重
視
し
す
ぎ
る
と
ゴ
テ

ゴ
テ
に
な
る

ゴ
テ
に
な
る

・
余
計
な
も
の
は
入
れ
な
く
て
い
い

・
余
計
な
も
の
は
入
れ
な
く
て
い
い

（
空
き
店
舗
を
活
用
す
べ
き
）

（
空
き
店
舗
を
活
用
す
べ
き
）

・
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
庁
舎
一
体
は
無

イ
ベ
ン
ト
会
場
と
庁
舎
一
体
は
無

理
な
の
で
は
?

理
な
の
で
は
?

・
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
庁
舎
に

・
い
ろ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
庁
舎
に

し
て
ほ
し
い

し
て
ほ
し
い

・
必
要
最
小
限
の
本
館
、
周
辺
空
き

・
必
要
最
小
限
の
本
館
、
周
辺
空
き

店
舗
の
活
用
（
活
性
化
）

店
舗
の
活
用
（
活
性
化
）

・
多
目
的
広
場
は
無
目
的
広
場
に
な

・
多
目
的
広
場
は
無
目
的
広
場
に
な

り
や
す
い

り
や
す
い

・
老
人
が
利
用
し
や
す
い
建
物
に
す
る

・
老
人
が
利
用
し
や
す
い
建
物
に
す
る

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

・
コ
ン
ビ
ニ
を
作
っ
て
欲
し
い

・
コ
ン
ビ
ニ
を
作
っ
て
欲
し
い

・
食
堂
が
欲
し
い

・
食
堂
が
欲
し
い

・
タ
ニ
タ
食
堂
み
た
い
に
社
員
食
堂

・
タ
ニ
タ
食
堂
み
た
い
に
社
員
食
堂

だ
け
を
開
放
す
れ
ば
い
い
と
思
う

だ
け
を
開
放
す
れ
ば
い
い
と
思
う

・
物
産
館
を
別
に
お
い
て
ほ
し
い

・
物
産
館
を
別
に
お
い
て
ほ
し
い

・
み
や
げ
も
の
直
売
所

・
み
や
げ
も
の
直
売
所

・
飲
食
店
よ
り
飲
食
ス
ペ
ー
ス
と
し

・
飲
食
店
よ
り
飲
食
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
利
用
で
き
る
方
が
良
い

て
利
用
で
き
る
方
が
良
い

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

・
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

・
図
書
館
機
能
・
ミ
ニ
図
書
館

・
図
書
館
機
能
・
ミ
ニ
図
書
館

・
貸
し
自
転
車

・
貸
し
自
転
車

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

・
観
光
案
内
施
設

・
観
光
案
内
施
設

・
地
元
特
産
店

・
地
元
特
産
店

・
Ｆ
Ｍ
し
ば
た
の
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ

・
Ｆ
Ｍ
し
ば
た
の
オ
ー
プ
ン
ス
タ
ジ
オ

・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

・
発
信
で
き
る
直
売
所
の
よ
う
な
施
設

・
発
信
で
き
る
直
売
所
の
よ
う
な
施
設

・
地
元
（
中
心
市
街
地
）
の
Ｐ
Ｒ
場

・
地
元
（
中
心
市
街
地
）
の
Ｐ
Ｒ
場

・
土
日
も
や
っ
て
い
る
案
内
所
が
あ

・
土
日
も
や
っ
て
い
る
案
内
所
が
あ

る
と
い
い

る
と
い
い

・
カ
ラ
オ
ケ
や
詩
吟
の
ス
ペ
ー
ス

・
カ
ラ
オ
ケ
や
詩
吟
の
ス
ペ
ー
ス

・
市
民
は
土
日
休
日
も
利
用
で
き
る

・
市
民
は
土
日
休
日
も
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
欲
し
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
欲
し
い

・
土
日
も
オ
ー
プ
ン

・
土
日
も
オ
ー
プ
ン

・
映
画
館

・
映
画
館

・
紫
雲
寺
の
人
も
新
発
田
の
人
も
豊

・
紫
雲
寺
の
人
も
新
発
田
の
人
も
豊

栄
の
人
も
み
ん
な
が
仲
良
く
な
れ
る

栄
の
人
も
み
ん
な
が
仲
良
く
な
れ
る

場
所
が
欲
し
い

場
所
が
欲
し
い

・
中
高
生
の
溜
り
場
（
い
い
意
味
で
）

・
中
高
生
の
溜
り
場
（
い
い
意
味
で
）

・
議
場
を
シ
ア
タ
ー
に
し
て
上
映
会

・
議
場
を
シ
ア
タ
ー
に
し
て
上
映
会

・
議
場
は
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
使
え
な
い

・
議
場
は
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
使
え
な
い

・
議
場
を
１
階
に
作
っ
た
と
し
て
も

議
場
を
１
階
に
作
っ
た
と
し
て
も

市
民
は
来
る
か

市
民
は
来
る
か

・
議
員
が
減
っ
た
場
合
の
議
場
の
広

・
議
員
が
減
っ
た
場
合
の
議
場
の
広

さ
は
ど
う
す
る
の
か

さ
は
ど
う
す
る
の
か

・
議
員
数
に
と
ら
わ
れ
ず
に
議
場
の

・
議
員
数
に
と
ら
わ
れ
ず
に
議
場
の

広
さ
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い

広
さ
を
取
っ
て
も
ら
い
た
い

・
議
場
の
使
い
方
は
オ
ッ
ケ
ー

・
議
場
の
使
い
方
は
オ
ッ
ケ
ー

・
議
場
に
つ
い
て
は
運
用
・
運
営
面

・
議
場
に
つ
い
て
は
運
用
・
運
営
面

と
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い

と
は
切
り
離
し
て
考
え
ら
れ
な
い

・
音
楽
会
（
ラ
イ
ブ
会
場
）
に
も
な

・
音
楽
会
（
ラ
イ
ブ
会
場
）
に
も
な

る
議
場
の
し
き
り
が
カ
ー
テ
ン
の
み

る
議
場
の
し
き
り
が
カ
ー
テ
ン
の
み

で
本
当
に
良
い
の
か

で
本
当
に
良
い
の
か

・
議
場
は
普
段
、
市
民
が
語
り
合
う

・
議
場
は
普
段
、
市
民
が
語
り
合
う

場
所
場
所

・
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
設
け
る

・
フ
ロ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
設
け
る

こ
と
で
、
初
め
て
利
用
す
る
人
で
も

こ
と
で
、
初
め
て
利
用
す
る
人
で
も

使
い
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か

使
い
や
す
く
な
る
の
で
は
な
い
か

・
一
概
に
都
会
的
な
建
物
が
新
発
田

・
一
概
に
都
会
的
な
建
物
が
新
発
田

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
は
言
え
な
い

に
そ
ぐ
わ
な
い
と
は
言
え
な
い

・
新
庁
舎
自
体
も
新
発
田
市
の
風
影

・
新
庁
舎
自
体
も
新
発
田
市
の
風
影

を
壊
さ
ず
、
地
元
産
の
木
材
を
使
う

を
壊
さ
ず
、
地
元
産
の
木
材
を
使
う

と
の
事
で
市
自
体
を
尊
重
し
て
い
る

と
の
事
で
市
自
体
を
尊
重
し
て
い
る

・
長
岡
ア
オ
ー
レ
み
た
い
な
造
形
的

・
長
岡
ア
オ
ー
レ
み
た
い
な
造
形
的

に
ク
セ
の
強
い
の
は
嫌
で
す

に
ク
セ
の
強
い
の
は
嫌
で
す

・
今
ま
で
の
城
下
町
に
こ
だ
わ
っ
た

・
今
ま
で
の
城
下
町
に
こ
だ
わ
っ
た

だ
け
の
ハ
リ
ボ
テ
の
建
物
に
は
な
ら

だ
け
の
ハ
リ
ボ
テ
の
建
物
に
は
な
ら

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い

・
経
年
変
化
で
味
の
で
る
素
材
で
モ

・
経
年
変
化
で
味
の
で
る
素
材
で
モ

ダ
ン
に
作
っ
て
欲
し
い

ダ
ン
に
作
っ
て
欲
し
い

・
城
、
寺
町
、
清
水
園
、
足
軽
長
屋
、

・
城
、
寺
町
、
清
水
園
、
足
軽
長
屋
、

駅
は
線
で
繋
が
っ
て
い
る
。①
そ
の

駅
は
線
で
繋
が
っ
て
い
る
。①
そ
の

中
間
に
あ
た
る
庁
舎
は
歴
史
を
加
味

中
間
に
あ
た
る
庁
舎
は
歴
史
を
加
味

し
た
外
観
で
あ
る
べ
き
（
提
案
は
近

し
た
外
観
で
あ
る
べ
き
（
提
案
は
近

代
建
物
）②
堀
部
安
兵
衛

代
建
物
）②
堀
部
安
兵
衛

・
庁
舎
の
デ
ザ
イ
ン
は
良
い

・
庁
舎
の
デ
ザ
イ
ン
は
良
い

・
現
行
事
を
実
行
で
き
る
作
り
は
す

・
現
行
事
を
実
行
で
き
る
作
り
は
す

ば
ら
し
い

ば
ら
し
い

・
流
行
の
デ
ザ
イ
ン

・
流
行
の
デ
ザ
イ
ン

・
札
の
辻
広
場
の
使
い
方
を
も
っ
と

・
札
の
辻
広
場
の
使
い
方
を
も
っ
と

議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

議
論
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

・
１
階
の
広
場
を
屋
上
の
み
に
作
り
、

・
１
階
の
広
場
を
屋
上
の
み
に
作
り
、

１
階
部
分
を
市
民
や
観
光
客
に
発
信

１
階
部
分
を
市
民
や
観
光
客
に
発
信

で
き
る
場
所
に
し
て
は
ど
う
か

で
き
る
場
所
に
し
て
は
ど
う
か

・
イ
ベ
ン
ト
広
場

・
イ
ベ
ン
ト
広
場

・
２
階
で
は
な
く
１
階
に
窓
口
を（
市

・
２
階
で
は
な
く
１
階
に
窓
口
を（
市

民
生
活
課
や
福
祉
課
）

民
生
活
課
や
福
祉
課
）

・
機
能
的
な
１
階

・
機
能
的
な
１
階

・
吹
き
抜
け
は
寒
い

・
吹
き
抜
け
は
寒
い

・
新
発
田
は
北
国
だ
か
ら
吹
き
さ
ら

・
新
発
田
は
北
国
だ
か
ら
吹
き
さ
ら

し
は
ダ
メ

し
は
ダ
メ

・
今
す
ぐ
使
え
る
、
使
い
た
い
機
能

・
今
す
ぐ
使
え
る
、
使
い
た
い
機
能

を
１
階
に

を
１
階
に

・
緑
が
も
っ
と
欲
し
い

・
緑
が
も
っ
と
欲
し
い

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
夜
を
キ

・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
使
っ
て
夜
を
キ

レ
イ
に
し
て
欲
し
い

レ
イ
に
し
て
欲
し
い

・
１
〜
３
階
ま
で
の
耐
震
対
策
は
大

・
１
〜
３
階
ま
で
の
耐
震
対
策
は
大

丈
夫
か

丈
夫
か

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
（
対
策
）、
雪

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
（
対
策
）、
雪

対
策
は

対
策
は

・
市
民
の
意
見
を
よ
り
多
く
取
り
入

・
市
民
の
意
見
を
よ
り
多
く
取
り
入

れ
、
機
能
・
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
ボ
ル

れ
、
機
能
・
デ
ザ
イ
ン
・
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
よ
り
具
体
的
な
計
画
を
作
り

と
し
て
よ
り
具
体
的
な
計
画
を
作
り

上
げ
て
欲
し
い

上
げ
て
欲
し
い

・
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
庁
舎
作

・
せ
っ
か
く
の
機
会
だ
か
ら
庁
舎
作

り
に
自
分
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
べ

り
に
自
分
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
べ

き
で
あ
る

き
で
あ
る

・
先
生
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
ど

・
先
生
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
ど

ん
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
の
に
基
点

ん
な
も
の
か
分
か
ら
な
い
の
に
基
点

に
な
る
建
物
と
し
て
そ
の
サ
イ
ズ
は

に
な
る
建
物
と
し
て
そ
の
サ
イ
ズ
は

こ
れ
で
良
い
の
か

こ
れ
で
良
い
の
か

・
新
庁
舎
建
設
は
市
政
の
最
大
級
の

・
新
庁
舎
建
設
は
市
政
の
最
大
級
の

テ
ー
マ
で
す
。
も
っ
と
民
意
に
耳
を

テ
ー
マ
で
す
。
も
っ
と
民
意
に
耳
を

傾
け
る
べ
き
で
す

傾
け
る
べ
き
で
す

・
ま
ち
の
活
性
化
あ
り
き
よ
り
紫
雲

・
ま
ち
の
活
性
化
あ
り
き
よ
り
紫
雲

寺
、
加
治
川
、
豊
浦
の
合
併
特
例
債

寺
、
加
治
川
、
豊
浦
の
合
併
特
例
債

に
よ
り
有
効
的
に
建
設
す
べ
き

に
よ
り
有
効
的
に
建
設
す
べ
き

・
新
発
田
城
下
町
ら
し
い
ま
ち
を
、

・
新
発
田
城
下
町
ら
し
い
ま
ち
を
、

阿
賀
北
随
一
の
観
光
の
ま
ち
と
し
て

阿
賀
北
随
一
の
観
光
の
ま
ち
と
し
て

生
き
て
い
く
べ
き

生
き
て
い
く
べ
き

・
グ
ル
ー
プ
討
議
が
無
駄
だ

・
グ
ル
ー
プ
討
議
が
無
駄
だ

・
職
員
減
少
と
庁
舎
の
あ
り
方
　

①

・
職
員
減
少
と
庁
舎
の
あ
り
方
　

①

行
政
改
革
（

行
政
改
革
（
官
　

民
）　
②
高
齢
者

民
）　
②
高
齢
者

社
会
　

③
人
口
減
少
　

④
出
先
機
関

社
会
　

③
人
口
減
少
　

④
出
先
機
関

・
費
用
対
効
果

・
費
用
対
効
果

・
財
政
規
模
4
0
0
億
（
半
分
は
市

・
財
政
規
模
4
0
0
億
（
半
分
は
市

の
借
金
）

の
借
金
）

・
何
か
を
常
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ

・
何
か
を
常
に
や
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

ば
な
ら
な
い

・
新
発
田
の
特
産
品
で
あ
る
ア
ス
パ

・
新
発
田
の
特
産
品
で
あ
る
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
を
も
っ
と
発
信
し
た
い

ラ
ガ
ス
を
も
っ
と
発
信
し
た
い

・
市
民
は
土
日
休
日
も
利
用
で
き
る

・
市
民
は
土
日
休
日
も
利
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
欲
し
い

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
欲
し
い

・
支
所
庁
舎
（
豊
浦
、
加
治
川
、
紫

・
支
所
庁
舎
（
豊
浦
、
加
治
川
、
紫

雲
寺
）
職
員
は
新
庁
舎
に
入
庁
で
き

雲
寺
）
職
員
は
新
庁
舎
に
入
庁
で
き

る
の
か
。
否
、
入
庁
で
き
る
よ
う
設

る
の
か
。
否
、
入
庁
で
き
る
よ
う
設

計
し
て
欲
し
い

計
し
て
欲
し
い

・
庁
舎
新
築
賛
成

・
庁
舎
新
築
賛
成

・
ヨ
コ
ミ
ゾ
先
生
に
任
せ
て
良
い
と

・
ヨ
コ
ミ
ゾ
先
生
に
任
せ
て
良
い
と

思
う
思
う

・
真
の
効
果
が
あ
る
機
能

・
真
の
効
果
が
あ
る
機
能

・
役
所
の
機
能

・
役
所
の
機
能

・
市
役
所
と
し
て
の
能
力
を
コ
ン
パ

・
市
役
所
と
し
て
の
能
力
を
コ
ン
パ

ク
ト
に

ク
ト
に

・
各
課
、
各
階
の
人
が
配
置
し
て
お
く

・
各
課
、
各
階
の
人
が
配
置
し
て
お
く

・
耐
震
性
、
防
災
を

・
耐
震
性
、
防
災
を

・
学
生
は
役
所
を
使
わ
な
い

・
学
生
は
役
所
を
使
わ
な
い

・
観
光
に
力
を
注
ぐ

・
観
光
に
力
を
注
ぐ

■ 
ま
ち
づ
く
り
や
位
置
に

　 
関
す
る
意
見

■ 

駐
車
場
に
関
す
る
意
見

■ 

多
機
能
生
を
有
す
る
こ
と
に

　 

関
す
る
意
見

■ 

福
祉
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

　 

関
す
る
意
見

■ 

追
加
機
能
に
関
す
る
意
見

■ 

交
流
・
市
民
や
市
民
機
能
に

　 

関
す
る
意
見

■ 

議
場
に
関
す
る
意
見

■ 

窓
口
に
関
す
る
意
見

■ 

外
観
や
建
物
全
体

　 

に
関
す
る
意
見

■ 

1
F
や
広
場
に
関
す
る
意
見

■ 
そ
の
他
の
意
見

第
1
回
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
記
録

⇒



▲パソコンはこちらから水と土の新潟
橋本啓子 著

新潟市の「文化行政」および
「文化的シティプロモーション」の今後に向けて

AMIX刊・A5判160ページ

に向けてて向けに

緊 急
出 版

　美術館改革として現市長が新潟市美術館館長として招き入れた北川フラム氏。氏
がディレクターを務めた2009年「水と土の芸術祭」におけるカビ発生の事故、翌2010
年同美術館の企画展中に発見されたクモと虫。この事件は、県内外に新潟市民の恥と

して広く全国に報道された。大合併を経て、本州日本海
側初の政令市として経済、文化、あらゆる面で変革を迫
られる新潟市。が、その一歩であったはずの構想は、行
政機構と市民をほとんど変革することなく終焉した。
その蹉跌の本質はどこにあったのか。
　二度と同じ過ちを繰り返さないために、そして今後
の方向性を決めるための素材として、事実に基づいた
記録を読んでいただきたい。

http://www.sop-shop.com/

問い合わせ：☎025-234-6645
HPでも
販売中！！
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誰
で
も
ス
ト
レ
ス
の
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ

　
誰
で
も
ス
ト
レ
ス
の
な
い
人
は
い
な
い
だ
ろ

う
が
、
実
際
ど
の
程
度
の
ス
ト
レ
ス
で
、
ど
の
程

う
が
、
実
際
ど
の
程
度
の
ス
ト
レ
ス
で
、
ど
の
程

度
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
の
か
、
簡

度
の
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
る
の
か
、
簡

単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
た
。

単
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
登
場
し
た
。

　
今
月
か
ら
、
新
発
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　
今
月
か
ら
、
新
発
田
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
と
い
う
シ

ア
ッ
プ
さ
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
と
い
う
シ

ス
テ
ム
で
、
ス
ト
レ
ス
や
ダ
メ
ー
ジ
が
猫
と
金
魚

ス
テ
ム
で
、
ス
ト
レ
ス
や
ダ
メ
ー
ジ
が
猫
と
金
魚

鉢
の
イ
ラ
ス
ト
で
図
示
さ
れ
、
感
覚
的
で
分
か
り

鉢
の
イ
ラ
ス
ト
で
図
示
さ
れ
、
感
覚
的
で
分
か
り

や
す
い
。
東
海
大
学
医
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
開

や
す
い
。
東
海
大
学
医
学
部
が
中
心
と
な
っ
て
開

発
し
た
も
の
で
、
神
奈
川
県
の
平
塚
市
・
厚
木
市

発
し
た
も
の
で
、
神
奈
川
県
の
平
塚
市
・
厚
木
市

な
ど
、
県
内
で
は
見
附
市
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

な
ど
、
県
内
で
は
見
附
市
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
い
く
つ
か
の
設
問
に
順
次
答
え
て
い
く
と
、
ス

　
い
く
つ
か
の
設
問
に
順
次
答
え
て
い
く
と
、
ス

ト
レ
ス
度
が
赤
い
金
魚
の
イ
ラ
ス
ト
で
、
落
ち
込

ト
レ
ス
度
が
赤
い
金
魚
の
イ
ラ
ス
ト
で
、
落
ち
込

み
度
が
水
の
色
で
表
示
さ
れ
る
。
回
答
は
選
択
式

み
度
が
水
の
色
で
表
示
さ
れ
る
。
回
答
は
選
択
式

で
、
誰
で
も
で
き
る
手
軽
さ
だ
。
回
答
が
出
る
と

で
、
誰
で
も
で
き
る
手
軽
さ
だ
。
回
答
が
出
る
と

そ
の
下
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
る
。

そ
の
下
に
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
が
出
る
。

私
の
場
合
、心
の
ス
ト
レ
ス
度
は
下
か
ら
2
番
目
、

私
の
場
合
、心
の
ス
ト
レ
ス
度
は
下
か
ら
2
番
目
、

社
会
的
ス
ト
レ
ス
度
は
上
か
ら
2
番
目
、
だ
が
家

社
会
的
ス
ト
レ
ス
度
は
上
か
ら
2
番
目
、
だ
が
家

庭
環
境
の
ス
ト
レ
ス
は
な
し
、ア
ド
バ
イ
ス
は「
自

庭
環
境
の
ス
ト
レ
ス
は
な
し
、ア
ド
バ
イ
ス
は「
自

分
の
感
情
を
素
直
に
表
す
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ

分
の
感
情
を
素
直
に
表
す
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
間
わ
ず
か
1
分
ほ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
こ
の
間
わ
ず
か
1
分
ほ

ど
。
携
帯
・
ス
マ
ホ
で
も
使
え
る
。「
新
発
田
市

ど
。
携
帯
・
ス
マ
ホ
で
も
使
え
る
。「
新
発
田
市

　
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で
検
索
す
る
と
ト
ッ
プ
で

　
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
で
検
索
す
る
と
ト
ッ
プ
で

表
示
さ
れ
る
。

表
示
さ
れ
る
。

　
平
　
平
成
23
年
に
県
内
で
初
め
て
制
定
さ
れ
た
新
発

年
に
県
内
で
初
め
て
制
定
さ
れ
た
新
発

田
市
の
自
殺
対
策
条

田
市
の
自
殺
対
策
条
例
（
正
式
名
称
「
新
発
田
市

正
式
名
称
「
新
発
田
市

民
の
き
ず
な
を
深
め
『
い
の
ち
』
を
守
る
条
例
）

民
の
き
ず
な
を
深
め
『
い
の
ち
』
を
守
る
条
例
）

の
中
に
、
市
が
自
殺
対
策
行
動
計
画
を
作
る
こ
と

の
中
に
、
市
が
自
殺
対
策
行
動
計
画
を
作
る
こ
と

が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、

が
掲
げ
ら
れ
て
い
て
、「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
は
、

今
年
度
実
施
す
る
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。

今
年
度
実
施
す
る
事
業
の
一
つ
で
あ
る
。

 

「
医
学
的
な
診
断
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ

「
医
学
的
な
診
断
と
い
う
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
何
よ
り
気
軽
に
で
き
る
こ
と
が
よ
く
て
、

ん
が
、
何
よ
り
気
軽
に
で
き
る
こ
と
が
よ
く
て
、

自
分
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
常
に
関
心
を
持
っ
て
も

自
分
の
こ
こ
ろ
の
健
康
に
常
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
携
帯
・
ス
マ
ホ

ら
い
や
す
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
携
帯
・
ス
マ
ホ

で
も
で
き
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
市
民
の
方
に
い
っ

で
も
で
き
ま
す
か
ら
、
ま
ず
は
市
民
の
方
に
い
っ

ぱ
い
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
下
に

ぱ
い
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
そ
の
下
に

は
目
的
別
に
各
相
談
機
関
の
連
絡
先
を
列
挙
し
て

は
目
的
別
に
各
相
談
機
関
の
連
絡
先
を
列
挙
し
て

い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
体
温
計
ペ
ー
ジ
を
き
っ
か
け

い
ま
す
。
こ
こ
ろ
の
体
温
計
ペ
ー
ジ
を
き
っ
か
け

に
し
て
、
悩
み
を
抱
え
た
人
の
具
体
的
な
相
談
に

に
し
て
、
悩
み
を
抱
え
た
人
の
具
体
的
な
相
談
に

つ
な
が
れ
ば
、
と
」（
市
健
康
推
進
課
係
長
・
小

つ
な
が
れ
ば
、
と
」（
市
健
康
推
進
課
係
長
・
小

田
美
和
子
さ
ん
）。

田
美
和
子
さ
ん
）。

 

　
新
発
田
市
（
旧
町
村
含
む
）
で
は
平

　
新
発
田
市
（
旧
町
村
含
む
）
で
は
平
成
1313
年
か
年
か

ら
2222
年
ま
で
に
3
3
2
人
、
年
平
均

年
ま
で
に
3
3
2
人
、
年
平
均
約
33
人
が
自

人
が
自

殺
し
て
い
る
。
全
国
で
は
平

殺
し
て
い
る
。
全
国
で
は
平
成
21
年
で
人

年
で
人
口
10
万

人
当
た
り

人
当
た
り
約
24
・
4
人
、
総
数
で
３
万
２
千
８
４

・
4
人
、
総
数
で
３
万
２
千
８
４

５
人
の
人
が
尊
い
命
を
絶
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

５
人
の
人
が
尊
い
命
を
絶
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
交
通
事
故
者
数
は
４
千
９
１
４
人
、
自
殺
者
数

し
交
通
事
故
者
数
は
４
千
９
１
４
人
、
自
殺
者
数

は
交
通
事
故
死
者
の
実
に
6
倍
以
上
で
あ
り
、
し

は
交
通
事
故
死
者
の
実
に
6
倍
以
上
で
あ
り
、
し

か
も
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

か
も
年
々
増
え
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

 

「
啓
発
活
動
と
し
て
『
こ
こ
ろ
の
体
温
計
』
や
、

「
啓
発
活
動
と
し
て
『
こ
こ
ろ
の
体
温
計
』
や
、

今
年
は
ほ
か
に
自
殺
対
策
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る

今
年
は
ほ
か
に
自
殺
対
策
へ
の
関
心
を
喚
起
す
る

標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す

標
語
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
て
い
ま
す

が
、
実
際
の
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
啓
発
だ
け

が
、
実
際
の
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
啓
発
だ
け

で
は
だ
め
で
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
悩
み
を
持
っ

で
は
だ
め
で
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
（
悩
み
を
持
っ

た
人
の
小
さ
な
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
耳
を
傾
け
、

た
人
の
小
さ
な
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
耳
を
傾
け
、

必
要
に
応
じ
て
専
門
の
相
談
先
に
橋
渡
し
す
る

必
要
に
応
じ
て
専
門
の
相
談
先
に
橋
渡
し
す
る

人
）を
育
成
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
行
動
が
必
要
。

人
）を
育
成
す
る
な
ど
の
具
体
的
な
行
動
が
必
要
。

そ
こ
で
こ
の
7
月
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
接

そ
こ
で
こ
の
7
月
に
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
直
接
接

す
る
窓
口
の
職
員
に
『
傾
聴
』
の
研
修
会
を
行
い

す
る
窓
口
の
職
員
に
『
傾
聴
』
の
研
修
会
を
行
い

ま
す
。
5
年
間
で
１
２
0
人
に
実
施
す
る
予
定
で

ま
す
。
5
年
間
で
１
２
0
人
に
実
施
す
る
予
定
で

す
。
自
殺
防
止
対
策
と
い
う
と
、
今
ま
で
は
縦
割

す
。
自
殺
防
止
対
策
と
い
う
と
、
今
ま
で
は
縦
割

り
で
ど
こ
の
部
署
で
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

り
で
ど
こ
の
部
署
で
と
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
部
署
の
垣
根
を
越
え
て
全
庁
的
に
、

こ
れ
か
ら
は
部
署
の
垣
根
を
越
え
て
全
庁
的
に
、

そ
し
て
こ
れ
も
条
例
で
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す

そ
し
て
こ
れ
も
条
例
で
決
ま
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
」（
市
社

が
、
官
民
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
」（
市
社

会
福
祉
課
参
事
・
折
笠
久
雄
さ
ん
）
だ
と
い
う
。

会
福
祉
課
参
事
・
折
笠
久
雄
さ
ん
）
だ
と
い
う
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
は
東
京
都
足
立
区
の
先

　
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
は
東
京
都
足
立
区
の
先

行
事
例
が
あ
る
。
区
職
員
の
２
／
３
が
研
修
を
受

行
事
例
が
あ
る
。
区
職
員
の
２
／
３
が
研
修
を
受

け
、
専
門
家
に
よ
る
総
合
相
談
会
も
開
催
し
、
平

け
、
専
門
家
に
よ
る
総
合
相
談
会
も
開
催
し
、
平

成
22
年
度
は
平

年
度
は
平
成
21
年
度
に
比
べ
て
約
2
割
自
殺

年
度
に
比
べ
て
約
2
割
自
殺

者
が
減
っ
た
と
い
う
。
本
年
度
か
ら
は
、
心
を
病

者
が
減
っ
た
と
い
う
。
本
年
度
か
ら
は
、
心
を
病

ん
で
相
談
窓
口
に
行
く
気
力
も
な
い
人
の
と
こ
ろ

ん
で
相
談
窓
口
に
行
く
気
力
も
な
い
人
の
と
こ
ろ

に
出
向
い
て
一
緒
に
窓
口
を
回
る
専
門
相
談
員
を

に
出
向
い
て
一
緒
に
窓
口
を
回
る
専
門
相
談
員
を

雇
用
す
る
。新
潟
県
で
も
同
様
の
試
み
と
し
て「
い

雇
用
す
る
。新
潟
県
で
も
同
様
の
試
み
と
し
て「
い

の
ち
と
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
発
田
・

の
ち
と
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
発
田
・

長
岡
・
上
越
に
設
置
し
、
専
門
相
談
員
の
制
度
を

長
岡
・
上
越
に
設
置
し
、
専
門
相
談
員
の
制
度
を

発
足
さ
せ
る
。

発
足
さ
せ
る
。

　
ま
た
、
新
発
田
市
で
は
条
例
に
よ
っ
て
設
け
ら

　
ま
た
、
新
発
田
市
で
は
条
例
に
よ
っ
て
設
け
ら

れ
た
自
殺
対
策
会
議
で
、
５
年
後
の
自
殺
者
数
を

れ
た
自
殺
対
策
会
議
で
、
５
年
後
の
自
殺
者
数
を

２
割
以
上
削
減
す
る
と
い
う
数
値
目
標
を
決
定
し

２
割
以
上
削
減
す
る
と
い
う
数
値
目
標
を
決
定
し

た
。
目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
計
画
は

た
。
目
標
達
成
の
た
め
の
具
体
的
な
行
動
計
画
は

７
月
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
だ
。
こ
の
目
標
を
達

７
月
に
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
だ
。
こ
の
目
標
を
達

成
す
る
た
め
に
、「
行
政
と
し
て
も
、
今
ま
で
よ

成
す
る
た
め
に
、「
行
政
と
し
て
も
、
今
ま
で
よ

り
も
さ
ら
に
具
体
的
・
積
極
的
な
対
応
を
す
る
こ

り
も
さ
ら
に
具
体
的
・
積
極
的
な
対
応
を
す
る
こ

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
」（
同
・
折
笠
さ
ん
）
と
、

と
が
必
要
に
な
り
ま
す
」（
同
・
折
笠
さ
ん
）
と
、

か
な
り
踏
み
込
ん
だ
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
と

か
な
り
踏
み
込
ん
だ
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
。

い
う
。

「
自
殺
者
が
2
割
減
っ
た
東
京
都
足
立
区
の
相
談

「
自
殺
者
が
2
割
減
っ
た
東
京
都
足
立
区
の
相
談

機
関
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
制

度
、
専
門
員
の
配
置
等
の
取
り
組
み
を
参
考
に
し

て
、
今
後
の
新
発
田
市
の
行
動
計
画
策
定
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
は
と
に
か
く
相

手
の
話
を
し
っ
か
り
聴
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
単

に
自
殺
対
策
の
た
め
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
聴
く
姿

勢
は
い
つ
も
大
切
で
す
。
相
手
を
認
め
、
何
を
言

い
た
い
の
か
聴
く
…
そ
ん
な
つ
な
が
り
の
あ
る
町

が
住
み
よ
い
町
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
役

所
の
仕
事
で
は
、
例
え
ば
住
民
票
の
手
続
き
に
来

た
方
の
話
を
よ
く
聴
い
て
い
れ
ば
、
子
育
て
や
年

金
の
こ
と
、
福
祉
の
こ
と
、
い
ろ
ん
な
悩
み
が
聴

け
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
が
広
が
っ
て
役
所
だ

け
で
な
く
、
地
域
と
か
学
校
、
企
業
で
も
相
手
の

話
を
良
く
聴
け
る
人
が
増
え
れ
ば
、
お
互
い
の
絆

も
深
ま
る
し
、
悩
み
を
抱
え
た
人
に
気
づ
き
、
気

づ
い
た
ら
専
門
の
と
こ
ろ
に
つ
な
ぐ
機
会
が
生
ま

れ
ま
す
」

れ
ま
す
」。
22
年
度
の
市
へ
の
自
殺
防
止
条
例
制

定
へ
向
け
て
の
請
願
を
経

定
へ
向
け
て
の
請
願
を
経
て
23
年
度
の
条
例
制
定

に
尽
力
し
た
経
緯
か
ら
新
発
田
市
自
殺
対
策
会
議

に
尽
力
し
た
経
緯
か
ら
新
発
田
市
自
殺
対
策
会
議

の
会
長
を
務
め
る
篠
田
昇
さ
ん
は
、
周
辺
市
町
村

の
会
長
を
務
め
る
篠
田
昇
さ
ん
は
、
周
辺
市
町
村

に
自
殺
防
止
条
例
制
定
を
働
き
か
け
て
い
る
資
料

に
自
殺
防
止
条
例
制
定
を
働
き
か
け
て
い
る
資
料

を
示
し
な
が
ら
語
っ
た
。
新
発
田
市
の
自
殺
対
策

を
示
し
な
が
ら
語
っ
た
。
新
発
田
市
の
自
殺
対
策

条
例
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、「
神
奈
川
県
平

条
例
の
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
は
、「
神
奈
川
県
平

塚
市
が
日
本
で
初
め
て
自
殺
防
止
条
例
を
制
定
し

塚
市
が
日
本
で
初
め
て
自
殺
防
止
条
例
を
制
定
し

た
こ
と
と
、
条
例
制
定
は
役
所
の
活
動
に
大
義
名

た
こ
と
と
、
条
例
制
定
は
役
所
の
活
動
に
大
義
名

分
を
与
え
積
極
的
な
施
策
に
つ
な
が
る
…
と
、
当

分
を
与
え
積
極
的
な
施
策
に
つ
な
が
る
…
と
、
当

時
『
新
潟
い
の
ち
の
電
話
後
援
会
下
越
支
部
』
の

時
『
新
潟
い
の
ち
の
電
話
後
援
会
下
越
支
部
』
の

監
事
だ
っ
た
現
市
長
の
二
階
堂
馨
さ
ん
が
教
え
て

監
事
だ
っ
た
現
市
長
の
二
階
堂
馨
さ
ん
が
教
え
て

く
れ
た
ん
で
す
」
と
そ
の
意
義
を
説
明
。
実
際
、

く
れ
た
ん
で
す
」
と
そ
の
意
義
を
説
明
。
実
際
、

条
例
で
は
行
政
の
責
務
を
明
文
化
し
、
現
場
で
も

条
例
で
は
行
政
の
責
務
を
明
文
化
し
、
現
場
で
も

具
体
的
対
策
の
実
施
に
向
け
て
の
動
き
が
活
性

具
体
的
対
策
の
実
施
に
向
け
て
の
動
き
が
活
性

化
、条
例
制
定
の
効
果
が
徐
々
に
出
始
め
て
い
る
。

化
、条
例
制
定
の
効
果
が
徐
々
に
出
始
め
て
い
る
。

　
篠
田
さ
ん
は
さ
ら
に
続
け
た
。「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

篠
田
さ
ん
は
さ
ら
に
続
け
た
。「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
、
と
り
あ
え
ず
あ
の
人
の
と
こ
ろ
へ
行
け
ば
何

タ
ー
、
と
り
あ
え
ず
あ
の
人
の
と
こ
ろ
へ
行
け
ば
何

と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
人
、
行
政
で
も
民

と
か
な
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
人
、
行
政
で
も
民

間
で
も
い
い
、
悩
ん
で
い
る
人
を
最
後
ま
で
面
倒
を

間
で
も
い
い
、
悩
ん
で
い
る
人
を
最
後
ま
で
面
倒
を

見
て
く
れ
る
人
・
仕
組
み
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
」。

見
て
く
れ
る
人
・
仕
組
み
が
あ
る
と
い
い
で
す
ね
」。

あ
な
た
の
こ
こ
ろ（
赤
い
金
魚
）は

傷（
絆
創
膏
）つ
い
て
い
ま
せ
ん
か

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」（
メ
ン
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
）を
新
発
田
市
が
導
入

気
軽
に
こ
こ
ろ
の
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
、

自
殺
防
止
の
相
談
に
つ
な
げ
た
い

市
民
と
の
接
点
が
多
い
窓
口
職
員
を

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
自
殺
者
を
減
ら
す

制し願相単姿言町役来年聴だの絆気ま制定
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ば
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そ

う

　 

こ

う

新
発
田
市
自
殺
防
止
条
例
制
定
で

役
所
の
取
組
み
も
積
極
的
に
な
っ
た


